
価値創造の源泉である人づくり

基本的な考え方

　当社グループの企業価値をつくりだす源泉は人材です。
自ら学び、挑戦する人づくりに取り組むとともに、働きやす
さの追求と働きがいの創出に努めています。多様な人材が
いきいきと活躍できる環境をつくることで、当社グループの
企業価値をさらに高め、持続的な成長につなげます。

　JR九州グループ中期経営計画2022-2024の策定にあた
り、外部環境変化を踏まえたシナリオプランニングの手法を
用いて2030年長期ビジョン実現方針を定義しました。長期
ビジョンを実現していくためには、戦略の実行・実現を担う
人づくりが重要であるとの認識のもと、マテリアリティの一
つに「価値創造の源泉である人づくり」を掲げています。

　経営戦略・ビジネスモデルだけでなく、人材を取り巻く労
働市場・環境も大きく変化しており、これらに適合した人材
戦略を策定し、実行していくことが必要です。一方、私たち
が事業を行ううえで一人ひとりが常に立ち返るべき拠り所と
している３つの「おこない」は、当社グループがこれからも変
わらずに大切にすべき行動指針であり、企業文化を体現す
るものです。
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あるべき姿
安全とサービスを基盤として

九州、日本、そしてアジアの元気をつくる
企業グループ

JR九州グループが大切にしている

3つのおこない
「誠実」 「成長と進化」 「地域を元気に」
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JR九州グループ
中期経営計画

2022-2024

2030年 長期ビジョン
安全・安心なモビリティサービスを軸に 

地域の特性を活かしたまちづくりを通じて 
九州の持続的な発展に貢献する

2030年長期ビジョン実現方針
方針①  価値観の変化を捉えた“豊かな

生活を実現する”まちづくり 

方針②  九州の持続的な発展に貢献する
領域の拡大

マテリアリティ
JR九州グループが常に考えるべきこと
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